


 
津波のつめ跡は、一様ではありません。 
東松島市では、多くの地域で水が引かず、一面の“海”の中に、壊れた家や車や船が点在していました。 
石巻市や南三陸町では、爆撃を受けたかのように建物が大破し、大量のがれきが住宅地を埋めていまし

た。住宅の基礎部分だけを残してそっくり流され、何も残っていない「跡地」もたくさんありました。 
床下を埋めたヘドロの中に、家族写真が１枚、はさ

まっていました。 
玄関を押し流された住宅の白壁には、「茶の間に母の

遺体を置いておきます。収容をお願いします」と連絡

先を添えた伝言。遺体を残して避難せざるをえなかっ

たのでしょう。胸が詰まりました。 
石巻市で炊き出しボランティアをしていた４０歳の

男性も、家を流され、母親を亡くしました。 
「うちは、遺体がすぐに見つかって、葬式も出せた

からまだ幸せだった。でも･･･」と言葉が途切れました。

遺体安置所で、母親の遺体と対面した際、そのわきに、通園バスに乗っていて亡くなった１０数人の園児

の遺体が安置されていて、その光景を思い出すとつらくてたまらないそうです。 
避難所になっている市内の小学校。娘とともに避難していた女性は「見ていて一番気の毒なのは、家族

が行方不明の人たち。亡くなったと分かれば踏ん切りをつけて、がんばる気持ちもわいてくるんだけど

ね･･･」としみじみ話しました。 
同じ教室で寝泊まりしている小学生の女の子は、お母さんが不明のまま。ずっと泣いているそうです。 
この小学校の校長先生も「児童の死亡・行方不明だけで２７人です。４月からの新学期のことは、まっ

たく予定が立っていません」と悄然とした表情でした。 
小学校の被害は、南三陸町の沿岸部ではさらに壮絶でした。 
三階建ての校舎が津波にのみこまれた学校では、児童たちがあわてて逃げたのか、げた箱の上に１０数

個のランドセルが放り出されていました。幸い、海の近くまで山が迫っているため、高い場所に避難して

助かった子たちが多かったようです。逆に平野部の沿岸にある小学校で「児童１００人の半数が亡くなっ

た」という話を聞きました。 
ほかにも「あそこの建物の２階に避難した６０人が全滅だった」とかとか「うちの集落で家が残ったの 

は、１軒だけ」といった話が、ごく普通の会話と

して語られていました。 
今回、私は医療支援の取材のために現地に入っ

たのですが、被災地を目にして感じたのは「通信

の備え」の大切さと、地元の専門職の力でした。 
避難所となる学校や運動施設などにあらかじめ

無線機を配置してあった自治体は、震災直後から

災害対策本部との交信が可能になり、食料や毛布

を必要な場所に届け、重症患者をヘリコプターで

搬送するといった支援もスムーズに進みました。携帯電話が不通になって、情報が途絶した自治体は、道

路の水没に支援の手も阻まれ、行政機能が数日間マヒしたりました。 
そうした初動の動きの差は、以降の避難所運営にも大きな差となって現れています。支援がスムーズに

進まないことによって害を被るのは、高齢者や子ども、障害者たち。東海大地震のリスクにさられている

私たちも、住んでいる自治体がどんな備えをしているのか、よく知っておきたいものです。 
また、行政の遅れを埋めて活躍したのは、地域の開業医、看護師、薬剤師、養護教諭といった人たちで

した。自身も被災しながら、避難民の健康管理に尽力する多くの専門職たちの姿に胸を打たれました。 
私たちも、被災した子どもたち・親たちを守るためにどんな支援ができるのか、日頃からイメージして

おく必要があります。ＣＡＰＮＡとしても、災害時の相談電話の体制を検討する必要もありそうです。災

害の半月後、ひと月後、ふた月後と、相談のニーズは変化していくはずです。 
日本子ども虐待防止学会は、今回の震災を受けて緊急に「社会的養護における災害時『子どもの心のケ

ア』手引き」を作成しました。主として施設のケアワーカーを対象に、災害時の子どもの反応、初期対応

の心構え、長期対応、保護者・家族との調整、家族を亡くした子どもへの対応などをまとめたものです。

ＣＡＰＮＡのメンバーにも参考になる点は多いと思います。サイトから閲覧できます。 
そして何より、今回の震災を忘れないこと。原発の放射能不安に右往左往したり、買いだめに走ったり

する前に、自分の今の行動が被災者たちからどう見えるか、を意識して行動していきましょう。 
仮設住宅ができても、当座の仕事が見つかっても、被災者たちの心が癒えるわけではありません。彼ら

の苦しみ、悲しみを理解し、必要な支援を考える一人の市民であり続けたいものです。たぶんそれは、虐

待を受けた子の気持ちを理解するのと同じ作業です。 
埼玉県の立教新座高校の渡辺憲司校長は、震災の影響で卒業式が中止になった際、卒業生にあてた長文

のメッセージの中で「鎮魂の黒き喪章を胸に、今は真っ白の帆を上げる時なのだ。愛される存在 から愛
する存在に変われ。愛に受け身はない」と記しました。恵まれた家庭で愛されて育ち、大学に進んでいく

子どもたちに、主体性を持って生きることを問いかけた名文でした。 

この言葉、私たち大人の一人一人にも突きつけられています。 

 

黒き喪章を胸に、真っ白の帆を上げるとき 
東日本大震災の震源に近い石巻市、東松島市、南三陸町を３月下旬に訪ねました。この地域だけで、

犠牲者は１万人を超えるのが確実だそうです。人の死をこれほど身近に感じたのは初めての体験でし

た。私たちは、この途方もない震災から何を教訓として学び、子どもたちを守る運動に生かしていけば

いいのか･･･。被災地で感じたことをつづります。 （ＣＡＰＮＡ理事・安藤明夫＝中日新聞編集委員）


